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1　 は じめ に

1 ．研究 の 目的

　 近年の 農村地域で は ， 高齢化 ・過疎化に よる耕

作放棄地の 増加 と人 口滅少 に よ る生活 利便施設の

減少 な どに よ り，地域社会 の 崩壊 の 途 を辿 りっ つ

ある。こ の よ うな状況 を活性 化す るには，定住人

口 の確保 が 重要 で ある 。

　
一

方都 市で は，ライ フ ス タイル と価値観の 変化

や就業形態 と通信手段 の 多様化 に伴 い ，都心部で

の 暮 ら しを求め る人が 増す一方 ， 自然豊か な田舎

暮 ら しを求め る人も益 々 増え て い る 。

　上記 の よ うな農村側 の 期待 と ， 都市住昆の ニ
ー

ズ を結び つ けるこ とに より， 農村定住を促 し，農

村の 活性 化 と農業振興を目的 として，1998 年 7

月 に 「優良田 園住宅の 建設の 促進に 関す る法律 （略

称 ：優良田園住宅法）」 が施 行 され た 。

　法律で 想定 して い る優良田園住宅 の イメ
ージは，

農村地域 及び都市近郊 そ の他の 艮好な 自然環境の

中に ある 「一戸建 て」 で ，3 階以下 の低層住宅，

敷 地面積 最低 300   ，建 ぺ い 率 30％以 下，容積

率 50％以 下 とい う， 都市で は まず実現困難な ゆと

りあ る居住環境で ある
1 ）。

　想定 され る需要者 は，  田園通勤型  U °J ’1

タ
ー

ン 型   定年帰農型  自然遊住型 な どで あ る 。

　こ の 優良田園住宅法初 の事業化 とな るの が，本

研 究 の 調 査対 象地 区 「上越市ア
ーバ ン ビ レ ッ ジ第

1 号地区」 で ある。

　 そ こ で ，本論は 「優 良田園住宅法」 の 趣 旨を活

か した街づ くりを進 め るた めの ，居住環境 の 実現

手法 を検討するもの で あ る 。

　関連す る既往 の 研究に つ い て は ， 斎藤広 子他 に

よる
一

連 の研究
2 ） 3 ），福島史乃他 に よ る研究 4 ）

，

乾亨他 に よる
一連 の 研 究 5 ） 6 ） η

等が あ るが，こ

れ らは い ずれ も先に述べ た優良田 園住宅法の 趣 旨

の よ うに，特 定の 目的を もっ た農村 地域で の 住宅

地計画 に関す る研 究 で はな い
、

　 「優 良田園住宅法」 に基づ く住宅地整備は，本

事例が 第 1 号で あるため，本法の趣 旨に沿 っ た実

現手法に つ い て は，本論が最初の 知見を提供す る

もの で ある。

2 ．研 究の方法

　本研 究で は，事業者側 （上越市）が 「ユ ーザー

（敷地購入予 定者）参加型 の まちづ くり方式 」 を

採用 した 「上越市ア ーバ ン ビ レ ッ ジ第 1 号地 区」

を事例 に検討す る 。

　研究方法は ，
ユ

ーザー会議 の 進め方 ， 事業者側

の 検討項 目に関す る ユ
ー

ザー側か らの 意見を整理

検討 し，こ れ を評価す るた めに，ア ン ケー トに よ

る検証 を して ．優 良田園住宅をつ くりあげるた め

の
， 住民 参加 に よ る実現手法の 評価 と分析 を試み

た もの で ある。なお ， 本論文 は著者が ユ
ーザー

会

議 の フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

として 参加 し た知見 をもと

に ，研究者 と して の 視点で とりま とめ て い る 。
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9　研 究対象地 区 と事業 の概 要

1 ．ア
ーバ ン ビ レ ッ ジ第 1 号地 区 の 概要

　 上越 市 （人 口 13 万，人 口 微増傾向）が， 1996

年に策定 した 長期構想 「の び やか J プ ラ ン 」
注 1 ｝

で は，都市 匚ア
ーバ ン ］の 便利 さ と農村 ［ビ レ ッ

ジ］ の ゆ と りを享受 で きる 「ア
ーバ ン ビ レ ッ ジ」

の 整備 を打ち出 した。

　 こ の ア
ーバ ン ビ レ ソ ジ は 、上越 市東部田園地帯

の 農村集落に 隣接す る地 区 （約 6ha）に，上越 市

土地開発公社 が造成 を行い ．57敷地に分譲 された

住宅地 （内 ，27 敷 地は県外居住者優先敷地）で あ

る 。 敷 地は 500   〜1，020   （約 150 〜300坪 ）

で あ り，ゆとりある広 さで ある。共同利用施設等

と し て は 桜並 木 ・緑地 ・親水水路 ・コ ミ ュ ニ テ ィ

施設 （集会施設 ・イ ベ ン ト広 場）な どがあ り，農

村公 園は地元 の 人 々 との 共用施設 となる 。

　契約条件 としては ， 敷地購入 後 2 年以内の住宅

建 設，敷地購入後 10 年間の 転売禁止 が ある 。

　なお ，ユ
ーザー

の 属性 は 54名 中，上越市内 33

名 （61，1％）， 県 内甫外 17 名 （31．5％〉，県外 4

名 （7．4％）で あ り，地元の 人が大半を 占め る結果

とな っ た （2001 年 3月現在 3 敷地 売れ残 り）。

塑
゜ 源 飄

戀 』
BgFts，．

勾
万 腿

　図 1　 ア
』バ ン ビ レ ッ ジ第 1 号地区の 敷地図

2 ．上越市 の 優良 田園住宅建設 の 基本方針

　上越市では ，優 良田園住宅法に基づ き 1999 年 6

月 に以下の 「基本方針 i 注 2 ＞
を策定 した 。

  魅力 あ る田園居住空 間の創造

  良好な コ ミ ュ ニ テ ィ の 形成

  自然 と の 共生 ．農業 との調和．地域資源 へ の

　 配慮

  高齢化社会 へ の 対応

8 農村計画論文集　第 3 集　2001年 12月

　 また上越市では，基本方針 の 具体的内容 と して

「優 良 田 園住宅建 設 の 基本的 要件
注 3 ｝

」 を定め ，

敷地 面積 の 最低限度 500   （約 150 坪）， 建 ぺ い

率 30％ ・容積率 5G％，建物 は勾配屋根 ・主要構

造部 は木造で 3 階以 ドとし，さらに建物外壁の 後

退 距離は，北側 3m 以上 ，隣地境界線か ら L5m

とし ，垣柵 の 構造 を生垣 とす る こ とを決 めて い る 。

3 、優 良田園 住宅実現 の 手 法

　優 良田園住宅法 の趣 旨に 沿 っ た住宅地 をつ くる

ため には，屠 住者 ひ と りひ と りに高い 目的意識 を

持 っ て もら うこ とが重要で ある。この こ とか ら ，

上越市で は，基本方 針 の よ うな優艮 田園住宅 をつ

く り上 げ るた めに ，
ユ

ー
ザ
ー

参加 型 の まち づ くり

方式 を採用 した。

　なお ，ユ ーザーが居住環境整備に参加す る場 と

して ，1〜2 ヶ 刀に 1 回 （計 6 回），約 1年間に わ

た り現地 で 「ユ
ーザー

会議」 を開催 した 。

　ユ
ーザー会議では ， 農村公 園の整備 内容や コ ミ

ュ ニ テ ィ施設の 建設計画，まちづ くり協定 （住民

協定）等に関 する ユ
ーザー

の 意見 ・要望 をま とめ

て
， それ を居 住環境形成に反映 させ て い く。

　事業全 体の 流れ を以下の チ ャ
ー

トに記す。

　 　 　 　 用地 買収

（1998年 6 月〜1999 年 4 月）

一
1　（知事協議後 ，

1999 年 6 月 8 日策定）

十

1 ユ
ーザー

募集 （現地説 明会等）・選定

一
　ユ

ーザー
会議計 6回 開催

（2GOO 年 7 月 〜2001 年 3 月）

皿 　 ユ
ー

ザ
ー

会議 の 内容 と課題

1 ．＝ L・一ザー
会 議 の 構 成

　ユ
ーザー会議は ，

「全体会議」と 「グル ープ会議」

に分か れ る。

　全 体会議（平均 90 分）で は ， 主 に事業者側 か ら の

事業進捗状況や今後の 予定及び提案に つ い て 説 明

が行 われ る 。
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表 1　 ユ
ーザー会議プ ロ グラ ム ◇ ：全体会議 ◆ ：グル ープ会議　＊a

〜 fは 後述 ア ン ケー
ト対 比検討事項

85名 ◆衝 路樹選 定 　 ◆ まちづくり協定 ・他の 地域 の 美しい 街並 みを見て、将来のイメ
ー
ヅ が出 来た

第3回 ◆コミュ万 イ施設 の基本設 訛 周辺 道 路照 明につ い て ・コミュ ニティ施設 設計案 に 対して の 変更意見 が 多く出る ⇒ （c ）

89名

10／11◆街 灯の設 置

　　 ◇ まちづ くり協定・街距樹選 定の 再検討

事業側が提示 する案とユ
ーザーが求めるもの に大きなズレが表面 化

・まちづ くり協定 に 関して緩 和を求め る声 がでる ⇒ （d）

第4回
1｛／1988

名

◆ ◇敷地利用計画と街並み につ いて

◆まちづ くり協定・
コミニ ティ施設再 検討

◇ 農村公 園 の 名称

・敷地利用計画図確認後、街並み へ の意識が高まる
・まちづくり協定に 関して （特に 主要構造部）、ユ

ーザー
の 間に

意識 の 差が 生まれる

⇒ （e）

⇒  

69名

第5回 ◇ごみ集積所予定箇所につ い て
・
町 名に つ いて

傭 1備 づくり協聯 結 轆 ・テ・橄 麟 轢

　　　◆ 配地 の名 称　　　 　　　　 　　　 や農村 公 園 の 名称

・
コミエ ティ施設につ いて は 多くの意見が採用され変更できた

1・まちづ くり協定につ い ては もう少し話し合いが必 要 である

・街の住所になる為、皆楽しみ ながら団地名称を考 えて い た

第6画
3／1177

名

◇今後の 町内会運営方法に ついて提示

◆町内会運営に つ き、設立準備委員選 出

・
以前の役員選出に比 べ 、あまり時間はか か らず決定し他人任せ

i　とい う雰囲気は 減っ た　 ・ユ ーザー会議 が終了 した後も役 員だ けでなく

　定期 的に会っ て 話し台い たい とい う積極 的な慮 見が出た。

　グル ープ会議（平均 60分）では ，57世帯 を 4 つ

の グル
ープにわけ ， 各グル

ープ に 1人 専門家で あ

る フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

がつ き （その他全 体をまとめ

る フ ァ シ リテ
ー

タ
ー1名），予 め事業者側か ら提示

され て い る項 目に つ い て話 し合い を進めた。

　第 1 回 目 の グル
ー

プ会議で は フ ァ シ リテ
ー

タ ー

に よる進行で あ っ たが ， 第 2 回 目以降は今後の ユ

ー
ザ
ー

の 自主的な運営 を期待 して，ユ
ーザー

の 中

で 「まち づ くり協議会」 の 理事を選任 し，1 グ．ル

ープ 2 人 の 理 事を 中心 に し て 会議を進 行 し て もら

っ た。

2 ．会議 内容

　主 なユ
ー

ザ
ー

会議プ ロ グラ ム と，各会議に て X

一ザー
の 意見 をま とめた もの が表 1 で ある 。

1） ユ ーザー会議の 検討項 目

　グル
ー

プ会議の 申で ，a 一
ザ
ー

に検討 して もら

っ た主な項 目は ， 後掲図 2 に示 す とお りで あ る 。

　会議開始前の 検討項 目案 とし て は，「地元集落

住民 との 交流 ・連携 の あ り方」
・「入居後の 街 の 運

営管理 に つ い て」 と い う項 冒が ，最後に話 し合 わ

れ る予定 であ っ たが ， まちづ くり協定締結と コ ミ

ュ ニ テ ィ施設設計案がずれ込ん だた め ； 話 し合 い

が行 われ なか っ た、，

2 ） コ ミ ュ ニ テ ィ 施設

　ユ
ーザー

側は 白紙 の状態か ら参加 で きる と思 っ

て い たが ， 事業者側か ら配置計画 ，照明な ど殆 ど

が既 に組 み 込まれ た設計案 が提示 され ，ユ ーザー

には部屋 の 大 き さの 調整やイ ベ ン ト広場 の 利用 に

つ い て の 検討の 余 地 しかなか っ た。基本設計案は

全面 ガ ラ ス 張 りで ，地 区の 象徴 と して 物見台な ど

が設計 されて い たが ，ユ
ーザー側か らは 「もっ と

質素な もの が 良い ・運営す るの は我 々 で あ り掃除

が大変で あ る」 等の
， 意見が 強く出た 。

ユ ーザー

側 か らは デザイ ン よ りも使 い 勝手や維 持管理 を重

視する意見が出 された （表 1 申の 項 目c）。

3 ）まちづ くり協定

　まちづ くり協定とは，優良 田園住宅地 として の

良好な環境 を整備 ・
維 持 ・増進す る こ とを 目的 と

し，建築物 ・住環境等 に関す ．る基準に つ い て ，基

本方針や地区計画で は定め られて い ない
， よ り細

か い 部分 を＝ L ・一ザー全 員の 合意の もとに 定め る協

定で ある。予 め事業者側か ら提示 され た協定の 検

討項 目と して は ， 後掲図 2 の よ うな内容で ある。

　 これに対 し緩和を求 める声が多か っ た の が，「主

要構 造部は木造」俵 1 中 の 項 目 d）とい う点で あ

っ た。 こ れ は，市販 の 物置や車庫な どを置 くこ と

が 出来なくなるため で ある 。
ユ ーザーの

一
部か ら

は ，車庫や物置等 を特注 品 で つ くる と非常に建設

費がか か るため ，

一時的な措置 と して 樹木等で覆

い 隠す努力をす るの で 緩和 し て 欲 し い とい う意見

が で た。

4 ）敷地利用計画

　街並 み を意識 して もらうた め，ユ ーザーに各 自

の 敷地利用計画図 を作成 して もらい ，そ れ らを全

体図に貼 り付 け一覧で きる よ うに した。こ の配置

図 よ り，ユ
ーザー

の 問で fこ こ は緑 が少 な い 」等

9
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の 意見が交わされ，街並 み へ の意識 を 高め る非常

に 良い 効果をあげた。（表 1 中の 項 目 e ）。

5 ）ユ
ーザー

全体の 変化

　理事の 選出 ・コ ミ ュ ニ テ ィ施設や農村公園 の 利

用方法 の 検討，敷地利用計画作成な どの ユ
ーザー

会議の 積み重ねに よ り， 当初あ ま り積極的で は な

か っ た ユ
ーザー

側 に ， ゆるやか な連帯意識の 芽生

えや （表 1 中 の 項 目 b），コ ミ ュ ニ テ ィ づ くりへ の

自覚が生 じた。また，例 えば始 めは個別の敷地内

の 問題 に意識が集中 して い た が
， 徐 々 に周辺全体

へ の 配慮が見 られ るように なっ た等，街並み意識

の 高ま りが感 じられ ， 徐 々 に段階を経 て よい 方向

へ と向か っ て い っ た 。

IV　ア ン ケー トに よ る検証

　 ユ
ーザー会議で は，事業推進 との 時間的制約 も

あり，また会議時間 ・回数に も制 限が あ り，多数

決 で 決 め る 二 ともあ っ た e

　よ っ て ，ユ
ーザー

の ひ と りひ と りが ユ
ーザー会

議 に ど の よ うな評価を して い る の か を検証す るた

め
，

ア ン ケ ー トを行 っ た 。

　調査 目時は第 3回会議終了後，郵送に て 実施 し ，

回答者 は世帯主 と し， 集計は単純集計で 行 っ た 。

　 2000 年 10 月 23 日発送，11 月 3H 回収 と し，

発送世 帯数 55 世帯 ， 回収世帯数 46 世帯で ，回収

率 は 83．6％で あっ た くア ン ケ
ー

ト配布 時 点 2 敷地

売れ残 り ， さらに 1 敷地キ ャ ン セ ル され た）。

　 ア ン ケ
ー

ト調査結果 につ い ては，基本方針 の 実

現 に資す る項 目に絞 っ て述 べ る こ とにする 。

1 ）応募動機

　主要な応募動機 として 3 つ まで を答え て もら っ

た ところ ， 後掲表 2 の よ うに ア ーバ ン ビ レ ッ ジ の

基本方針を反 映 した 選択肢で ある 「周辺 の 自然環

境 に魅力を感 じた 1 ・「
住民参加 の ま ちづ くりに 共

感 した 」
・「農村的な環境で の 暮 ら しに撞れ て い た 」

（表 2 『
コ ○数 字）に つ い て は支持 が 少 なか っ た。

　ユ
ーザー

募集時に は説明会 を開 い て お り，基本

方針に 賛同 し た人が ユ
ー

ザ
ー

で あ る筈だが
， 実際

は衰 か ら読み 取れ るよ うに ．嗷 地の価格」や 「上

越市の 分譲で 安心 で き る 」 な ど基本方針以外 の 項

目に回答が多い こ とか ら，法 の 趣 旨を重視 し て い
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ない 入が 多い と言える 。 また ， 表 2の 結果や表 ⊥

中 の 項 目（帥 の フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

の 所見に み られ

る よ うに，当初 ユ ーザー
には 自分達が街 をつ くり

上 げる とい う意識が低 く， 他人（行政）任せ で あ り

積極性は感 じらなか っ た 。

　 こ の よ うに，事業者側は優 良田園住宅法 の 趣 旨

に 沿 っ た街をユ ーザ
ー

と共にっ くりあげる こ とを

目的 と して い る の に 対 し，ユ
ーザー側 は敷地 の 広

さや 価格 の 安 さ等が住宅購入 の 重要 な判断要素で

あ り，法 の 趣 旨に沿 っ て つ くりあげる良好な居 住

環境に暮 らし た い ，街づ く りに参加 した い とい う

意識は 薄か っ た と言え る。

　表 2　応募動機　　＊ ○数字は 基本方針関連番号

2 ） ユ
ーザー会議 の 検討項 目

　グル
ープ会議で ユ

ーザー
に検討 して も ら う項 目

として ， 8 っ の 項 目を事業者側か ら提示 して い る

が ， 興味が あ る項 目と興味が無い 項 目それ ぞれ 2

つ まで を答えて もらっ た と こ ろ後掲図 2 の よ うな

結果 とな っ た。図 2 にみ られ るよ うに ，
ユ

ーザー

側 の 興味が ある検討項 目と，表 1 にみ られ る よ う

に ユ
ーザー会議プ ロ グラム の 順序 が整合 し て い な

い 。

　なお ，
ユ
ーザーの 1 番興 味があ る 課題 「入居後

の街 の 運営管理」 に つ い て は，会議 の 中で触れ る

時間が無 くな っ て しま っ た よ うに ，プ ロ グラ ム の

編成 と会議の 進行に問題が残 っ た 。

3 ）街並み形成

　協定の 内容 と して は後掲表 3 の様 に，「外構 ・建

築物 に つ い て は規制す べ き 1 の合計 （45，7 ％ 〉よ

りも，「あま り規制 を設 けずに ， 個人 に任せ る べ

きで あ る」 （54．3％）と考えて い るユ ーザ
ー

が 半数

を超 えて い る。特 に，建築物を統
一

的 に規制す る

こ と に 抵抗を感 じて い るユ
ーザーが多い 。

　 次に街並 み形成 に影響す る もの と して ， 重 要 で

ある もの と，重要 で な い もの 各 3 つ まで 答 え て も

らっ た もの が後掲 図 3であ る。
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表 3　 まちづ くり協定の 規制 内容 表 4　 ユ ーザー会議 の意義

建 築物に 関して ［ま規制すべ き1

外構 につ い て は規 制 す べ き23

あまり協定を設 けず欄人に 任rcるべ き

130 瓢

32．6％
544 ％

2 ：団 池の 名称

i3・コ ミュ ニ テ ィ施設の 使 い 方

ll
　　　 4 ：まちづ くり協定

　　　　 図 2　 ユ
ーザー会議 検討項 目

　 「駐車場の位 置」，「屋 根勾配 」 に つ い て は重要

で な い と考えて い る者の 割合が多い が ，
「屋根 ・壁

の 色」，f敷地に対する緑化 の 割合」 につ い て は重

要で ある と考 え て い る者の 割合が多 く，色彩や緑

化に つ い て街並み の 重要性を意識 して い る者が多

ぐい る。

　良好 な街並みを維持するた めには，協定を定め

る事だ けでな く， 街づ くりの 明確な基本方針 の 理

解や ， 居住者 に よる住環境の 維 持 ・向上の 意欲が

必 要 である
21
。

　 し か し，ユ ・一・ザー会議の状況 俵 1 の 項 目 f）

か ら も読み 取れ る よ うに ， 法 の 趣 旨を重視 し て 参

加 し て い る ユ ーザーと，あま り趣 旨を重視 して い

な い ユ
ー

ザーとの 問に意識の 差が現れ ， 合意形成

に手 間が かか る結果 となっ た 。

4 ＞ユ ーザー会議の 意義

　後掲表 4の よ うに，ね らい どお り，コ ミュ ニ テ

ィ づ くり に 関 し て は ユ ーザーもあ る 程度支持 し

て い るが，自分の意見が反映 された街づ くりに つ

い て は評価が低 く ， 時聞をか けて合意形成 を図る

等の 改良が必要で ある。

1 良分の 意 見が 反映される為．街を作り上 げて い る奚惑がある 零7，4竪
2 街づ くりに対 して知識が つ い た 2t ア男

3 ユ
ー

ザ
ー

同士が頭見知 りになり、良妊なコミュ ニ ティが育ちつ っある 369瑞
4 マイタウンとしての 愛 着を感じることが 出来る 2．2％
5 敷地利用の 疹考 になる 36．9％
6 ア

ーバ ンビレッジでの 生活をイメ
ー
ジすることが出来る 36．9鳬

「
一

羸 癜
『

一

蠹「
2 ：屋根 ・壁 の 色

　　　　　　　　41
3 ：屋根 ・壁の 素材

　

覧

　

9ー
覧

2

4 ：建築物の 構造
▼
8巨

−

　

％

−
L
摎
i1111

−

　

2

　

5

5 ：顯口 部の 位置
・
高さ

6 ：生 垣 の 高 さ

7：門扉・門柱の 位 置、高 さ

8 ：駐車場の 配置場所

9 ：歩 道 の 樹 本

10：敷地 に 対する緑化 の 割

　 　　　 合

1　 11，Mit・ 設置 場所

L，，コ ン ポ。 、鰍 タ。懈

1　 の 設翻 慮

1　　 13 、そ。 te

t・．・・ 18’
　 zl7
．4曠

17．4職
i　 l
　 1

O％　10％　20％　30％ 40％ 50％　60％

図 3　 街並み形 成に影響す る もの

V 　 お わ りに

　 ユ
ーザー会議 を 重 ね る に つ れ 開始当初は 意識が

低 か っ た ユ
ー

ザ
ー

に も徐 々 に連帯意識が芽生 え，

コ ミ ュ ニ テ ィ づ く りの 自覚 ， 街 並み意識 の 高ま り

が見 られ るな ど，住民 参加 の ね らい が良い 形 とな

っ て 現れ て き て い る こ とか ら，優良 田園住宅 とい

う，明確 な趣 旨の もとにっ くり上げる事業で は，

＝ L −一ザー
が最初か ら街 づ く りに参加 す る手法は有

効で あ り，非常に重要で ある 。

　 しか し，優 良田園住宅事業では予 め 基本方針 を

策定 し て か らユ ーザーを募集す る こ とに なるた あ，

11
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また ユ ーザー参加 時期が既に事業開始後で あ り会

議時間 も十 分で はなか っ た こ とか ら，住民 の 自発

的な意見を反 映 させ る こ とがで きなか っ た。

　優 良田園住宅の趣 旨に沿 っ た住宅地を つ くるた

めに は ，
ユ
ー

ザ
ー

ひ と りひ と りに早い 段階よ り高

い 目的意識を持 っ て も らう こ とが 重要で ある。こ

れに つ い て の 今後の 課題 として は ， 以下 が挙げら

れ る。

  募集時期 にお け る基本方針の 周知 と，会議開

　　始後 にお ける周知再確認 の 必 要性

  ユ ーザー会議で の ，重要検討項 R の選択 とプ

　　ロ グラ ム の 整合

  情報提 供 や イ メ
ージ形成 の 仕方 を 工 夫 し た 田

　　園居住 の 教育

こ れ らの 課題 を検討する こ とに よ り，優良．田園住

宅建設にお い て ，住民参加 の街づ くり方 式の よ り

発展 的な展 開 が 期待 され る 。

　全 6 回の ユ
ー

ザ
ー

会議が 2001 年 3 月をもっ て

終了 し た 。 今後更に，入居後の コ ミ ュ ニ テ ィ育成

や街並み形 成等に対 し再度 ア ン ケ
ー

トを行 い ，考

察を重ね る予 定で ある。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［注 ］

注 1 ） 「の び や か Jプ ラ ン 」 は，上越市の あ るべ き姿 を達

　　　成す る た め ，将 来 都 市像 に 「み ど りの 生 活 快適都

　　　市 ・上 越 」 を掲 げ，30 万人 都市 機能 の 整備 を見 据

　　　え た 具 体 的戦 略 的 な施 策の 方 向 を 明 ら か に し た も

　　　の で あ る。

注 2 ）優 良 田園住宅 を 事 業化す る に は ．まず市 町 村 が 都道

　　　府県 と 協議の うえ，「優良田 園 住宅 の 建 設 の 促 進 に

　　　関す る基 本 方 針 」 を定め る の が前提で ある。「基本

　　　方針 」 とは，「優良 田 園住 宅 」 を 推進 す る に あた り、

　　　市町 村の ガ イ ド ライ ン を示 す も の で あ る 。

注 3 ）上越市 に お け る優良 田園住宅 の 建設 にか か る基木的

　　　事 項 で あ る、
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